
症例 S7 醸43歳  男
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1生骨髄 炎 の ため入 院 中の患者 .

下段 は骨髄掻 爬 術 を受 け た 2日 後 に発熱 ,胸 痛 を訴 えた ときの心 電 図 .

上段 は約 1カ 月前 の入 院時 の もので あ る 。

1)下段 の心電図は上段 の心電図 とどこが変化 したか 。

2)何が起こった と考 えられ るか 。



症例57(上 段 )左室 肥 大

(下段 )左室 肥 大 ,S丁 上 昇

いずれ もV5の R波は30mmを 超 え,左室肥大基準   新鮮期,異型狭心症 も疑 われたが, ST上 昇が
を満 足 している。下段 の心電図でみ られ る変化   3日 間つづ き,異常 Q波 も出なかったため,虚
は I, H, aVL, V4～ 6に おけ る ST部 分 の上昇    血′1生′ら、疾患は否定 された .ノ 己ヽエ コー 図でノ己`尖音6
と,そ の対側性変化 と考 えられ る aVR,Vlの S  を中′己、にエ コー フ リー スペー スを認め,症状 の
T低下である。ST上 昇 を示す誘導が限 られて   軽′1央, ST下 降 とともにそれが消失 したことか
お り, 対側′性変化 も認夕うたこ とか ら, ノ己ヽ筋梗塞    ら, 花ヽ タト月莫炎による ST上 昇 と考 え られた 。

MEMO く心外膜炎と由電図変化〉
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